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SPL-X100 仕様

大きさ・重量 メインユニット 幅340mm　奥行560mm　高さ520mm（設置面よりの高さ）　重量10kg
 送液部 幅390mm　奥行570mm　高さ410mm　重量37kg
電力・消費電力 100V (500VA)
ソフト用PCスペック Windows7以降
処理検体数 最大50検体
送液 シリンジ方式
使用ガス N2ガスまたは不活性ガス
設置環境 温度: 18～28°C
 湿度: 40～70%RH ただし結露しないこと。
 その他: 塵、振動、空間ノイズ、腐食性ガスなどの妨害要素の少ない環境が望ましい
 別途GC用大量注入口装置LVI-S250(別売)が必要となります。
 (LVI-S200をお持ちの場合はアップグレードで対応可)
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Beyond your Imagination

● 逆相HPLCを前処理に用いることで、汚い試料
でも非常に優れたクリーンアップ効果を発揮

● 前処理の自動化・簡易化・省略化が図れ、迅速な
分析法として有効

● 機器による制度管理や保証にも最適なシステム

● LCの前に固相抽出機能を取り入れることで
HPLCへのダメージを減らしたり、高感度分析
が可能

● LCの親水性疎水性の性質で分離し、GCでは沸
点差の性質で分離する。

Online SPE-LC-GC System
試料を固相で精製し、逆相HPLCから分取し、
GC分析までを自動オンライン化。
試料を固相で精製し、逆相HPLCから分取し、
GC分析までを自動オンライン化。

さまざまな分野で活躍が期待できるSPE-LC-GC分析。さまざまな分野で活躍が期待できるSPE-LC-GC分析。

活用分野活用分野

逆相HPLC（分画装置）SPE（固相抽出装置）

ピンポイントで分取

溶解度、極性、Log Pow
逆相 HPLC によるクリーンアップ効果

固相によるクリーンアップ効果 温度、沸点
GCによる高い分離機能

GC（測定装置）

逆相HPLC を前処理として使用することで、大きな試料許容量と幅ひろい範囲の分離機能により、
選択性の高いクリーンアップを行い、GCでさらに効率的に分離します。

逆相HPLC-GCシステムのメリット固相抽出のメリット

食品食品

環境環境

製薬
・
医薬

製薬
・
医薬

半導体半導体

化学化学

SPE-LC-GC
システム
SPE-LC-GC
システム
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・残留農薬分析・環境分析などの個別分析
・スクリーニング分析後の確認分析
・有機合成などでの副生成物質の確認
・LC／MSでイオン化しにくい目的物質の確認
・クリーンアップを必要とする分析の
　製造管理オンライン分析
・分取分析の自動化
・香料分析などの多成分分析

・残留農薬分析・環境分析などの個別分析
・スクリーニング分析後の確認分析
・有機合成などでの副生成物質の確認
・LC／MSでイオン化しにくい目的物質の確認
・クリーンアップを必要とする分析の
　製造管理オンライン分析
・分取分析の自動化
・香料分析などの多成分分析

□ 夾雑物が多い試料中のターゲット分析
□ 試料成分が変わる試料中のターゲット分析
□ 合成などにおける副生成物の分析
□ 未知試料の成分分析
□ 微量分析の高感度分析

□ 夾雑物が多い試料中のターゲット分析
□ 試料成分が変わる試料中のターゲット分析
□ 合成などにおける副生成物の分析
□ 未知試料の成分分析
□ 微量分析の高感度分析

LC カラムにダメージを与えるような夾雑物を予め
固相で除去します。また、固相で濃縮することで高
感度分析が可能になります。

夾雑物
C18 ミニカラム
による精製効果極性 無極性

SPE LC GC
試料の採取

無極性夾雑物

目的物質

極性 無極性

※ HPLC（Infinity1260：アジレント社製）とGC-MS/MS（8890+7000D：アジレント社製）との組み合わせ例です。
※使用している画像はアジレント・テクノロジー㈱の許可を得て使用しております。画像の無断転載・無断使用は固く禁じます。
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LCへ導入&LC分離03溶出&溶媒希釈02

試料採取&固相に負荷01

LC分取＆固相濃縮04 溶出＆GCへ注入05

目的物質を固相から溶出させながらをそ
のままGC注入口へ注入します。
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送液ポンプ

LCカラム

特許登録
固相抽出
Flash-SPE

GC/MS

ヘキサン

溶出

シリンジ
ポンプ

GC 注入口

C
C

バルブを
切り替えて…

目的物質を
固相に保持

固相
カートリッジ

希釈液

希釈水

溶出
溶出液と水をサンプル
ループ内で均一に混合！

廃液瓶

H

送液ポンプ

LCカラム

廃液瓶

廃液瓶

HYBRID ONLINE SPE-LC

送液ポンプ

サンプルループ
POINT

■ 従来の SPE-LC のオフラインとオンラインのそれぞれのメリットを融合
■ 試料を固相に負荷する時にバルブを汚さないオフラインのメリット
■ 固相からの溶出液を LCへ全量導入するオンラインのメリット

MiVS
■ バルブ内で溶出液と希釈液を混合しながらサンプルループに溜める
■ 流路の切り替えにより希釈した溶出液を LC カラムへ導入
■ 固相からの溶出液にpH調整剤や誘導体化試薬を添加することが可能
■ LC からの分画を流路切替により分取し、同時にその分取液と希釈液を
混合しながら固相へ導入

混合注入バルブシステム
Mixing Injection Valve System

夾雑物ターゲット

固相カートリッジ

Flash-SPE

試料の採取 試料負荷 洗浄

Mixing Injection
Valve System

（混合注入バルブシステム）

HYBRID ONLINE
SPE-LC

（ハイブリッドオンラインSPE-LC）

バルブを切り替えて
サンプルループに
ある目的物質をLC
へ導入します。

固相を溶出配管に連結し、固相に保持されている目的
物質を溶出しながら、希釈液で希釈し、サンプルループ
に導入します。

HPLCから分取しながら水を加えて溶媒濃度を下げ、
そのまま固相カートリッジに通し、目的物質を固相に
保持させます。

(特許出願中）

スパイラル（胃袋型）
インサート

LCカラム

オンラインSPE-LC-GCシステムの処理工程

HPLCとGCを並行
して分析させるこ
とで、効率よく装
置を稼動させるこ
とができます。

稼動効率に優れた
LG-C システム
稼動効率に優れた
LG-C システム

SPE-LCSPE-LC

SPE-LCSPE-LC

GCGC

分析サイクル時間分析サイクル時間

HPLC GCMS

送液部

注入口
コントローラー

前処理
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HPLC 分取の全量をGCへ
安定した大量注入法により、連続する LC-GC 分析を高精度に。

SPE-LC-GC システムで
多検体処理が必要な単品分析やスクリーニング分析後の
確認分析への応用

GC用大量注入口装置 LVI-S250LC-GC システムで

H2O

分取液クロ全分画自動分析

抽出フロー

活用
実例

活用
実例

LC-(SPE)-GC システムで
固相誘導体化法

応用
例

インサート内で試料溶媒
が突沸をおこさないよう
に、注入口温度を溶媒沸
点より低めに設定した状
態で試料を注入し、液体
状態でインサート内に保
持。

カルボン酸やアミノ基、フェノール基を持つようなGCでは不
得意とする目的物質でも固相誘導体化法を用いることで
GCMSで測定することが可能になります。

分取液クロでは各分画をそれぞれ濃縮乾固して定容してGCMS測定
を行っていますが、本システムではその作業を全自動で分析するこ
とが可能になります。

残留農薬分析において食品の中でも夾雑成分の多い生姜
でのトルクロホスメチル（TCM）の分析を行った。

予め濃いスタンダードをLCで測定してリテンショ
ンタイムを調べて、分取する時間を設定します。

液クロで分画し、さらにGCMSで分離
し定性することで、その物性を含めた
いろいろな情報を得ることが可能にな
ります。

ACNで固相に残存し
ている水分を除去

スプリットモー
ドで揮発してく
る溶媒蒸気を排
出し、インサート
内で試料を濃縮
する。

スプリットレス
モードで注入
口温度を上げ、
目的物質を分
離カラムに導
入し分析を行
う。

スプリットモー
ド にし、イン
サートに残存し
ている夾雑物を
除去。

大量注入を容易にした
胃袋型・新型インサート。

フラクション
ユニット

注 入

濃 縮 導 入 除 去

コントローラーボックス

注入口本体
（Agilent用）

注入口本体
（島津用）

LVI-S200の
胃袋型・新型インサート

Flash-SPE
For Online SPE-GC
（固相ミニカートリッジ）

■ 試料や溶液がスムーズに流れる直線的構造
■ 通気乾燥が早い（30秒）
■ 自動化に最適化されたシンプルな構造
■ 2～5mgという少量の固相充填量
■ 上下両端から配管やニードルの連結が可能

オンラインSPE-GC用
固相カートリッジ
充填量が少なく無駄のない分析が可能

フリット

配管

連結機能

特許登録

※原寸大

ニードル

溶出・GC注入時

固相（充填剤）
C18などフリット

両端がブレスフィット。しっかりとした
連結が可能で、自由度のある設計。

ストレート構造により
通液や乾燥がスムー
ズ。効率のよい前処理
を実現。

ACN MSTFA

誘導体化試薬を固相に
含浸させて、目的成分
を固相中で誘導体化

誘導体化した目的物質
を固相から溶出させな
がら注入します。

誘導体化してから
注入するまでの
時間が常に一定

誘導体化／２分脱水／１分 溶出＆注入

-SO 3 H3N -R

H2O

OOC -R-N
(CH3 )3

-SO 3 TMS -HN -R

TMS -OOC -R-N
(CH3 )3

固相カートリッジ

LVI-S250

LGI-X100

生姜 10g採取

アセトニトリル層抽出液

ホモジナイズ 

撹拌（手で振とう 1分間）

遠心分離（3,500 rpm 5分間）

アセトニトリル 10mL

NaCl 1g
クエン酸3Na2水和物 1g
クエン酸水素2Na1.5水和物 0.5g
無水MgSO4 4g

抽出液をバイアルに1mL入れて
SPE-LC-GC/MSにセット。

A B C D E分画

LC-UVクロマトグラム

香水

TCM
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LC-UVクロマトグラム

生姜の抽出液

分取

TCM  スタンダード 10 ppm

GC/MS：SCAN測定
定量イオンクロマトグラム
m/z = 265
添加濃度：試料中0.01 ppm


